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調理による脳の活性化について�
研究成果を発表�

1．実験目的�
　　調理による生活介入と前後の脳機能計測により、「調理習慣が脳
　　機能向上に与える効果」を実証する。�
�
2．実験方法�
　　調理による生活介入開始前に、脳機能検査により脳機能を計測。
　　あわせて、食や運動、趣向、趣味などの日常生活習慣について
　　もアンケート調査及び面接調査を実施。また、調理による生活
　　介入終了の３カ月後に再び同様の試験を実施し、差異を確認した。�
　①名　　称：調理による生活介入による脳機能改善の実証�
　　　　　　　   　　―脳を元気にする料理講習会－�
　②実験参加者：男性21名（59歳～81歳、平均68.7歳）�
　　　　※応募26名、病気等の辞退を除く22名について生活介入　
　　　　　を実施。うち21名に事前事後の脳機能検査を行った。�

　③実験場所：各自の自宅 及び�
　　　　　　　大阪ガスクッキングスクール千里�
　④実験時期：2005年３月９日～６月２日�
　⑤実験スケジュール：�
　　◆ 説明並びに事前検査：３月９日、10日�
　　◆ 料理講習会への参加�
　　　・内　容：毎回、和洋食メニューから４品程度の調理を実習�
　　　・開催回数：計９回（以下日程の毎週木曜日、14時～16時）�
　　　・開催日：３月17日・24日・31日、�
　　　　　　　　４月７日・14日・21日、�
　　　　　　　　５月12日・19日・26日�
　　◆ 被験者の自宅での調理及び調理記録：３月17日～６月１日�
　　◆ 事後検査：６月２日　　�
�

■高齢男性を対象に、調理による生活介入の実験を実施�

1. 調理による生活介入開始の前に、被験者の脳機能を計測。�

2. 調理による生活介入が終了した3カ月後に再び同様の�
試験を実施して、両方の時点での差異を確認しました。

　　�

調理習慣導入による�
脳の活性化実証実験�

その結果、調理による生活介入によって、「前頭前野機能」
を評価する得点で向上が見られました。また「思考力」、「総
合的作業力」検査においても、有意に得点が向上。これによ
り、調理による生活介入によって脳機能が向上するというこ
とが実証されました。�

※1  FAB得点：言葉を作り出す力や行動を制御・抑制�
　　 する力などの前頭前野機能を調べるテスト。�
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試験結果の分析例�

脳機能の計測�

料理講習会での�
調理実習�

実験概要�

ガスコンロやグリルを利用した簡単な調理習慣が�
脳を元気にすることを世界で初めて実証 !!
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